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2023 年２月期第２四半期業績予想と実績の差異に関するお知らせ 

及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 2022 年４月７日に開示いたしました 2023 年２月期第２四半期（累計）業績予想と本日開示の実績値と

の間に差異が生じましたので下記の通りお知らせいたします。また、最近の業績動向を踏まえ、2023 年

２月期通期業績予想を修正しましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１.2023 年２月期第２四半期（累計）業績予想と実績値との差異（2022 年３月 1日～2022 年８月 31 日） 

 

 

２.2023 年２月期通期業績予想の修正（2022 年３月１日～2023 年２月 28日） 
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３.業績予想と実績との差異並びに業績予想修正の理由 

 外食産業につきましては、３月 21日に「まん延防止等重点措置」が解除されたのち回復傾向にあった

ところ、７月以降に新型コロナウイルスの変異株の感染者が急増し、再び外食を自粛する傾向が強まり

足踏み状態となりました。８月には感染者数もピークアウトしたこともありお客様数は回復傾向にあり

ます。 

ラード、小麦粉等の購入単価の上昇や光熱費、物流費および厨房機器等の設備費用の高騰など店舗運

営コストの増加に加え、人材不足による平均時給の上昇等もあり人件費も増加しております。このよう

な状況のなか、売上高につきましては、季節商品・新商品の投入等により、ほぼ期初予想にて着地いた

しましたが、販売費及び一般管理費は期初予想時の対売上高比率 67.2％に対し 5.7％増の 72.9％となり

ました。一方、営業外収益には雇用調整助成金（４億 53 百万円）及び時短営業協力金収入（12 億 63 百

万円）等を計上しました。この結果、当第２四半期累計期間の売上高は、期初予想に対し 0.6％の増加、

営業利益については△１億 95百万円、経常利益は 16億 37 百万円、四半期純利益は 10億 33 百万円とな

りました。 

 引き続き新型コロナウイルスの影響が予断を許さない状況ですが、2023 年２月期通期の売上高につい

ては、コロナ禍で短縮した店舗営業時間の延長、各種コストの増加を受けた一部商品の値上げ（８月 26

日に日高屋業態にて実施済）、冷凍自動販売機の拡充、季節商品・新商品の継続的な投入及びキャッシ

ュレス決済を活用した販売促進キャンペーンの実施等により、ほぼ期初予想通りを見込みます。 

タッチパネル式オーダーシステムの拡充、店舗オペレーションの改善により人件費の抑制に引き続き

取り組んでまいりますが、食材価格や光熱費等の経費は引き続き上昇傾向が続くものと予測し、利益額

は前回予想を下回る見込みとなります。通期営業利益４億円（前回予想比 77.8％減）、通期経常利益 22

億円（前回予想比 15.4％減）、当期純利益 14 億円（前回予想比 17.6％減）に修正いたします。 

 

  

※ 上記業績予想数値につきましては、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいて

作成しており、実際の業績等は様々な要因により異なる可能性があります。 

以上 


